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　三波川変成帯は,高圧中聞群の変成相系列に属する代表的な地域のひとつである｡

四国中央部三波川帯は,主に泥質片岩の鉱物共生にもとづいて,低温側から晰に,縁

泥石帯,柘榴石帯,曹長石一巣雲母帯,灰曹長石一黒雲母帯の回鉱物帯に公帯されて

いる.　このうち灰曹長石一黒雲母帯は,泥賀片岩およびドe.0sに乏しい塩基性片岩･

旋はんれい岩中に,灰長石成分を10-28%程度含む斜長石が出現することで特徴づけ

られ,三波川帯のみならず但専の高圧型変成帯(高圧もしくは高圧中開群変成作用を

うけた地域)のうちでも最商変成度を代表する地域のひとつである｡本研究は/高圧

中開群変戒作用の高温部における相車衡の解折を主目的として行ったもので,その結

果明らかになった諸点は次のように要約される｡

　　〔鉱物の組成共生関係〕

　本研究で,特に詳し《調べた泥質片岩において,縁れん石(または,ゆうれん石)

白震母･斜長石･石英と共存して,(1)柘榴石十嵐雲母十縁泥石才パラゴナイln

　(2)柘榴石十黒雲母+Ca角閃石十縁泥石,(3)柘榴石+黒雲母十Ca拘閃石,

　(4)柘榴石十黒雲母十縁泥石,(5)柘榴石十Ca拘閃石+縁泥石,(6)柘榴石干

黒雲母の各鉱物組合せが確認された｡　また,これらのデヤタを権うために測べた

ドe203に乏しい塩基性片岩および変はんれい岩でぱごそれぞれ(7)黒雲母+Ca角閃

石十縁泥石およぴ(8)柘榴石十Ca拘閃石十縁泥石+パラゴナイトの鉱物組合せが認

められた｡　これらの試料の組成共生関係をA(AI-1.5Na-3K)一下(ドe)一M(Mg)

-C(Ca-O｡25Na)系で解折したところ､次のことが明らかになった｡

　　(A):確認された4相の鉱物組合せ(1ハ(2)および(8)のうち(1)は

灰曹長石一湛雲母帯において,縁泥石を含みうる岩石のXF｡値(川柚/(ドe十な))

の上限を･また(8)は･拓榴石を含みうる岩石のXF,植の下限を代表する.

　　(B):Ca角閃石を含む鉱物共生は,それを含まない鉱物共生に比べ,よりCaOに

富む全岩組成を代表する｡

　　(C)ご沃曹長石一黒雲母帯においては,柘榴石+Ca角閃有+パラゴナイトの共生

が安定であるため,十字石ぱ黒震母や縁泥石と平衡共存できない｡　この車実から,

中圧型変成帯の中温部には普通に出現する十字石が,三波川変戒帯においてこれまで

に確認されていないのは｡本変成帯においては十字石が通常の泥質片岩に比べ,より

CaOおよぴAltOIに富む限られた全岩組戒のもとでしか安定でないためと解釈できる｡
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　　〔変成条件〕

　白|雲母-パラゴナイト間の不滉抑袖域の範囲および拓榴社-一傭雲柑･地質厘度計を

用いて,灰曹長石一嵐雲緋帯の変成温度を610±25yと見積もった｡　また,拓榴石

-ゆうれん石一斜長石および拓榴石‐黒雲緋-一白宣仕一斜長石の鉱物組合せを用いて

変成圧力を10±1　Kbと見積もった｡　これら推定された変成条件は,従来報告されて

いる三波川帯高温部の植と諏和的である｡

　　〔他の変成帯との組成共生蘭係の比較〕

　本研究において見積もった灰曹長石一黒実母帯の変戒温度ぱ,典型的な高圧型変成

帯ではNe､､Caledoniaのオンファス輝石帯,また中圧型変成帯では十宇石帯高温部に

おける値にほぽ相当している｡　これまでに傾告されているデータを参考にレ乙　こ

れら三鉱物帯の組成共生関係を比較した結巣は次のようにまとめることができる｡

　　(A):オンファス輝石帯では柘榴石+藍閃石十オンファス蝉石の共生が安定であ

るのに対し,灰曹長石一黒雲母帯ではCa拘閃石十焦雲母の共生が安定である｡

また,十字石帯高温部で安定な十字石+黒雲母および斜長石十珪線石十白雲母の共生

のかわりに,灰曹接石一黒雲母帯では,それぞれ拓榴石十Ca珀関石(もしくは縁泥石)

十八ラゴナイトおよびパラゴナイト+ゆうれん石の共生が出現する｡

(8) (A)で述べた各鉱物帯の鉱物典生の特徴をもとに,三鉱物帯の境界を定

義するものとして次の反応を提案した｡

　オンファス輝石帯

(1)柘榴石+藍閃石+オンファス輝石十白雲母

　　　　　　　j

　　　　　=恵雲母十Ca角閃石十斜長石十石英+Hao

　　　　　‾剔1=一蛍剔1

(2)柘榴石十Ca角閃石+パラゴナイト十白雲母

　　　　　　　　　　　　　　　　　　寸{J9‘　rご帯`べ……!

　　　　　　　　　　　　　　　　之十字石+黒雲母十斜長石+石英十H10　･

(3)柘榴石+縁泥石+パラゴナイト+白震母

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　=十字石十黒雲母+斜長石干石英十1110

(4)ゆうれん石+パラゴナイト+石英　　之　　珪線石+白雲母+斜長石+Hao

　　　　　　　　　　　　　　　　　(　j　)
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　　(C):上記の各灰応曲纏のうち(1》および(2)の顛きdP/dT(bar　/dq　)

は,それぞれ3~6および16~1りと特に小,さい値を持つ｡　このことか仏(A)

で述べた各鉱物帯の間での鉱物典生のちがいが,主に変成作用時の圧力のちがいに依

ることが明らかとなった｡　また,脱応(D~(4)によっておこる俸積変化の計

算結果から,灰曹長石~黒雲母帯にみられる鉱物典生は,+字石帯高温部のそれに比

べより高圧の条件下で安定であるが,オンファス輝石帯の鉱物共生よりも低圧の条件

下での平衡を示すことも明らかとなった｡

　以上の研究結果から,三波川変成帯の灰曹長石一琲雲扮帯において蔭認された鉱物

共生は,高圧中間群変成作用の商温部を特徴づけるものと結諭される｡
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